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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】可視スペクトルを包含する広帯域の反射型偏光板を提供することにより、液晶デ
バイスの輝度を増大させる。
【解決手段】ラセン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソトロピックポリマ
ー材料の光学活性層を有しており、この材料は配向されて分子ラセンの軸が層に対して横
断して伸びており、分子ラセンのピッチが最大ピッチと最小ピッチとの間で少なくとも１
００ｎｍの差となるように変化している反射型偏光板が、ａ）少なくとも１つの重合性官
能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲン化合物を、ｂ）１つの重合性官
能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物および（または）少なくと
も１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、ｃ）開始剤の存在下で含有するカイラル重合
性メソゲン材料の混合物の共重合によって得られる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルおよび少なくとも１つの反射型偏光板または円偏光された光を発生する手段と
して少なくとも１つの反射型偏光板を有する組合せ偏光板を含み、この反射型偏光板はラ
セン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソトロピックポリマー材料の光学活
性層を有しており、この材料は配向されて分子ラセンの軸が層に対して横断して伸びてお
り、分子ラセンのピッチが最大ピッチと最小ピッチとの間で少なくとも１００ｎｍの差と
なるように変化している液晶表示デバイスであって、該反射型偏光板が
　ａ）少なくとも１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲ
ン化合物を
　ｂ）１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物およ
び（または）少なくとも１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、
　ｃ）開始剤、
　ｄ）任意に、少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン化合物、
　ｅ）任意に、染料および
　ｆ）任意に、安定剤の存在下で含有するカイラル重合性メソゲン材料の混合物の共重合
によって得られることを特徴とする、前記液晶表示デバイス。
【請求項２】
　反射型偏光板によって透過される光のスペクトルが、少なくとも双峰型ピーク分布を有
することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示デバイス。
【請求項３】
　少なくとも１つの光学リターデーション膜を備えており、そのリターデーションが反射
型偏光板によって反射される帯域の波長の０．２５倍であることを特徴とする、請求項１
または２に記載の液晶表示デバイス。
【請求項４】
　好ましくは反射型偏光板と液晶セルとの間の光路に配置されている直線偏光板を備えて
いることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の液晶表示デバイス。
【請求項５】
　直線偏光板が、偏光板の光学軸とリターデーション膜の主要光学軸との間の角度が３０
～６０度であるような様相で配置されていることを特徴とする、請求項１～５のいずれか
一項に記載の液晶表示デバイス。
【請求項６】
　ラセン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソトロピックポリマー材料の光
学活性層を含み、該材料は配向されて分子ラセンの軸が膜に対して横断して伸びており、
この分子ラセンのピッチは最大ピッチと最小ピッチとの間で少なくとも１００ｎｍの差と
なるように変化している反射型偏光板であって、
Ａ）基体の少なくとも一面上に、
　ａ）少なくとも１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲ
ン化合物を
　ｂ）１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物およ
び（または）少なくとも１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、
　ｃ）開始剤、
　ｄ）任意に、少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン重合性化合物、
　ｅ）任意に、染料および
　ｆ）任意に、安定剤の存在下で含有するカイラル重合性材料の混合物を層状に塗布し、
Ｂ）該混合物を、分子ラセンの軸が層に対して横断して伸びているような方向に配向させ
、
Ｃ）該混合物を熱または活性照射線にさらすことによって重合させ、そして
Ｄ）必要に応じて、重合した材料から基体の一面または両面を分離する、
ことによって得られることを特徴とする、前記反射型偏光板。
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【請求項７】
　重合した材料が三次元構造体を形成していることを特徴とする、請求項６に記載の反射
型偏光板。
【請求項８】
　偏光帯域幅が２５０ｎｍよりも広いことを特徴とする、請求項６または７に記載の反射
型偏光板。
【請求項９】
　少なくとも１つの基体がプラスティックフィルムであることを特徴とする、請求項６～
８のいずれか一項に記載の反射型偏光板。
【請求項１０】
　カイラル重合性メソゲン材料が、１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラ
ル重合性メソゲン化合物および１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル
重合性メソゲン化合物を含有することを特徴とする、請求項６～９のいずれか一項に記載
の反射型偏光板。
【請求項１１】
　カイラル重合性メソゲン材料が、１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラ
ル重合性メソゲン化合物および２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する少なくとも１
つの非カイラル重合性メソゲン化合物を含有することを特徴とする、請求項６～１０のい
ずれか一項に記載の反射型偏光板。
【請求項１２】
　カイラル重合性メソゲン材料の混合物が本質的に、
　５～８５重量％の１つの重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲン化合物、
　０～３０重量％の２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲ
ン化合物、
　１０～８０重量％の１つの重合性官能基を有するカイラル重合性メソゲン化合物、
　０．１～５重量％の開始剤、
　０～１０重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　０～５重量％の染料および
　１０～１０００ｐｐｍの安定剤
からなることを特徴とする、請求項６～１１のいずれか一項に記載の反射型偏光板。
【請求項１３】
　カイラル重合性メソゲン材料の混合物が本質的に、
　１０～８５重量％の２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非カイラル重合性メソ
ゲン化合物、
　１０～９０重量％の１つの重合性官能基を有するカイラル重合性メソゲン化合物、
　０．１～５重量％の開始剤、
　０～１０重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　０～５重量％の染料および
　１０～１０００ｐｐｍの安定剤
からなることを特徴とする、請求項６～１１のいずれか一項に記載の反射型偏光板。
【請求項１４】
　カイラル重合性メソゲン材料の混合物が本質的に、
　０～８５重量％の１つの重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲン化合物、
　０～７０重量％の２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲ
ン化合物、
　１０～８０重量％の１つの重合性官能基を有するカイラル重合性メソゲン化合物、
　３～７０重量％の少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン重合性化合物、 
　０．１～５重量％の開始剤、
　０～１０重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　０～５重量％の染料および
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　１０～１０００ｐｐｍの安定剤、からなることを特徴とする、請求項６～１２のいずれ
か一項に記載の反射型偏光板。
【請求項１５】
　重合性メソゲン化合物が下記式Ｉから選択されることを特徴とする、請求項６～１４の
いずれか一項に記載の反射型偏光板：
　Ｐ－（Ｓｐ）n－ ＭＧ－Ｒ 　　　　　　Ｉ
　式中、
　Ｐは重合性基であり、
　Ｓｐは炭素原子１～２０つを有するスペーサー基であり、
　ｎは０または１であり、
　ＭＧはメソゲン基またはメソゲン性支持基であり、好ましくはエステル基またはエーテ
ル基あるいは単結合によってスペーサー基Ｓｐおよび有機基Ｒに結合しており、このメソ
ゲン基は好ましくは下記式ＩＩから選択され：
　－（Ａ1－Ｚ1）m－Ａ2－Ｚ2－Ａ3－ 　　ＩＩ
　（式中、
Ａ1、Ａ2およびＡ3は相互に独立して、１，４－フェニレン基であり、この基中に存在す
る１つまたは２つ以上のＣＨ基はまたＮにより置き換えられていてもよく、あるいは１，
４－シクロヘキシレン基であり、この基中に存在する１つのＣＨ2基または隣接していな
い２つのＣＨ2基はまたＯおよび（または）Ｓにより置き換えられていてもよく、あるい
は１，４－シクロヘキセニレン基またはナフタレン－２，６－ジイル基であり、これらの
基は全部が未置換であるか、あるいは１つまたは２つ以上のハロゲン、シアノまたはニト
ロ基により、あるいは炭素原子１～７つを有するアルキル基、アルコキシ基またはアルカ
ノイル基により置換されていてもよく、これらの基中の１つまたは２つ以上のＨ原子はＦ
またはＣｌにより置換されていてもよく、
Ｚ1およびＺ2はそれぞれ独立して、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2、ＣＨ－、－ＯＣ
Ｈ2－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合であり、そしてｍは０、１または２である）、そして
Ｒは、２５つまでの炭素原子を有するアルキル基であり、この基は未置換であるか、ある
いは１つまたは２つ以上のハロゲンまたはＣＮにより置換されており、この基中に存在す
る１つのＣＨ2基または隣接していない２つ以上のＣＨ2基はまたそれぞれ相互に独立して
、酸素原子が相互に直接結合しない様相で、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ3）
－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－ＣＯ-、－ＣＯ－Ｓ－
または－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよく、あるいはＲはまた、ハロゲンまたは
シアノであるか、あるいは独立して、Ｐ－（Ｓｐ）n－について示されている意味の一つ
を有する。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載のカイラル重合性メソゲン材料の混合物。
【請求項１７】
　下記式で表わされる重合性メソゲン化合物：
　Ｐ－（Ｓｐ－Ｘ）n－（Ａ1－Ｚ1）j－Ｇ 　　　ＩＩａ１
式中、
Ｐ、Ｓｐ、Ｘおよびｎは式Ｉについて示されている意味を有し、
Ａ1およびＺ1は式ＩＩの意味を有し、
ｊは１または２であり、そして
Ｇは下記式で表わされる基である：
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【化１】

（式中、ＲdはＣ1～Ｃ12アルキルまたはアルコキシであり、そしてＺは－ＣＯＯまたは－
Ｏ－ＣＯ－である）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶セルおよび少なくとも１つの反射型偏光板または円偏光された光を発生
する手段として少なくとも１つの反射型偏光板を有する組合せ偏光板を含み、この反射型
偏光板はラセン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソトロピックポリマー材
料の光学活性層を有しており、この材料は配向されて分子ラセンの軸が層に対して横断し
て伸びており、分子ラセンのピッチが最大ピッチと最小ピッチとの間で少なくとも１００
ｎｍの差となるように変化している液晶表示デバイスであって、該反射型偏光板が
　ａ）少なくとも１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲ
ン化合物を
　ｂ）１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物およ
び（または）少なくとも１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、
　ｃ）開始剤、
　ｄ）任意に、少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン化合物、
　ｅ）任意に、染料および
　ｆ）任意に、安定剤
の存在下で含有するカイラル重合性メソゲン材料の混合物の共重合によって得られること
を特徴とする、前記液晶表示デバイスに関する。
【０００２】
　本発明はまた、上記反射型偏光板の製造方法に関する。本発明はさらにまた、上記反射
型偏光板の製造に使用されるカイラル重合性メソゲン材料の混合物に関する。
　従来技術の液晶ディスプレイにおいては、その輝度は光路における光吸収により格別の
影響を受ける。特に、慣用のねじれネマティック液晶ディスプレイの偏光板はバックライ
トにより発射される光度の６０％よりも多くを吸収することができる。従って、偏光板に
よる吸収を減少させ、かつまたディスプレイの輝度を増大させるために多大の努力がなさ
れている。バックライト直視型液晶ディスプレイの場合、この減少はまた、パワー消耗の
相当な減少およびより長いバックライトバルブ寿命を導き、かつまたポータブル型デバイ
スでは、バッテリイ寿命および大きさの改善を導く。
　最も広く使用されている偏光板は直線偏光された光を生じさせるシート状偏光板である
。これらの偏光板は、最適条件下に、入射光の光度の最大で５０％が直線偏光された光と
して透過されるという欠点を有する。これらの偏光板の効率が低いということ以外に、光
の非透過部分を吸収するというもう一つの欠点があり、これは偏光板を格別に加熱し、こ
れによりその偏光特性に望ましくない変化を生じさせ、あるいはバックライトが強力であ
ると、偏光板が破壊されることさえある。
【０００３】
　反射型偏光板を使用することによって、未偏光光を偏光された光に非常に効率的に変換
することができる。この型式の偏光板はラセン状ねじれ分子配向を有するカイラルメソゲ
ン材料の膜からなる。このような偏光板に未偏光の光が入射されると、ラセン状分子構造
が、ラセンのピッチとメソゲン材料の平均反射率との積に一致する波長の入射光と相互反
応する。この相互反応は光度の５０％をラセンのねじれ方向と同一方向の円偏光により円
偏光された光として反射させ、他方、残りの５０％および入射光のうちのメソゲン材料と
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相互反応しない入射光の波長は透過させる。この反射光は次いで、偏光が消されるか、あ
るいはその偏光方向が、例えばディスプレイのバックライトにおいて、鏡により逆向にさ
れることがあり、次いで偏光板に再度、向けられる。
【０００４】
　この様相で、理論的には入射未偏光光のある波長帯域の１００％を円偏光された光に変
えることができる。この波長帯域の帯域幅△λは、方程式△λ＝△ｎ×ｐに従い、メソゲ
ン材料の複屈折値△ｎおよび分子ラセンのピッチｐに依存する。しかしながら、実際には
、利用できるメソゲン材料の複屈折値は０．３よりも小さく、これにより帯域幅が制限さ
れる。一般に、この帯域幅は３０～５０ｎｍの範囲の数値を有するが、１００ｎｍより大
きくなく、これはかなりの用途に対しては充分ではない。特に、可視スペクトルの実質的
部分を包含する帯域幅は、工業用途にとって非常に重要である。
【背景技術】
【０００５】
　この問題を相違する反射波長を有する多くの層から形成されている偏光板を使用するこ
とによって克服する試みがなされている。このような方法は、Maurer等によりSID Digest
 1990,110頁に記載されている。しかしながら、これらの多層状偏光板の光学的品質は分
子配向の局所的不秩序、内部散乱または反射により急速に劣化される。多層状偏光板の厚
みが厚いことは、もう一つの問題点であり、これは視角の制限をもたらす。
【０００６】
　ヨーロッパ特許出願ＥＰ０６０６９４０には、少なくとも１００ｎｍの帯域幅を有する
コレステリック偏光板が示唆されている。この偏光板は、カイラルメソゲンビスアクリレ
ート、非カイラルメソゲンモノアクリレートおよび染料からなる混合物の光重合により製
造される。この混合物を、ポリイミド配向膜を有する透明基体上に塗布し、次いで紫外線
照射によって硬化させる。染料を添加して、塗布したモノマー混合物の層における紫外線
光の強度勾配を重合中に生じさせる。この強度勾配は、２つのモノマーが相違する反応性
を有することから、重合中に層内でモノマー拡散が生じることによるものと予想される。
その結果として、ポリマー材料の組成が、従って分子ラセンのピッチがポリマー層を横切
る方向で一定に変化され、これが偏光板に広い帯域幅を導く。
【０００７】
　しかしながら、上記拡散という概念は、外部の影響に対して非常に敏感である。すなわ
ち、例えば混合物の組成、照明灯力、基体および特に染料および光開始剤の僅かな変化さ
えも偏光板の帯域幅に対して際立った衝撃を与えることができる。上記ＥＰ０６０６９４
０の表ＩおよびＩＩに見ることができるように、例えば染料濃度の僅かな変化が帯域幅の
相当な減少を導く。
【０００８】
　この概念のもう一つの欠点は、モノマー拡散および濃度勾配の形成には、比較的長い硬
化時間を要することにある。上記出願において、少なくとも８分の硬化時間が記載されて
いるが、この時間は大量生産には適さない。硬化時間を短縮するために高い照明灯力を用
いることはできない。何故ならば、当該出願の表Ｉから見ることができるように、これは
強度勾配の減少を導き、これによってピッチ勾配の減少を導くからである。
　これとは別に、上記出願には、カイラル二反応性メソゲン化合物を含有する混合物が記
載されているのみである。しかしながら、これらの化合物は非常に高価であり、かつまた
低収率で得られるのみである。
【発明の概要】
【０００９】
　従って、本発明の課題は、反射型広帯域偏光板を提供することにある。偏光板の帯域幅
は好ましくは、光の可視スペクトルの実質的部分を包含していなければならない。本発明
の課題はまた、特に大量生産に適する効率的で、価格的に効果的な方法で、このような偏
光板を製造する方法およびこのような偏光板を備えた液晶表示デバイスを提供することに
ある。本発明のその他の課題およびその従来技術に優る利点は、下記の説明から当業者に
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即時に明白である。
　本明細書全体にその充分な程度にまで開示されている本発明を用いることによって、上
記課題を達成することができ、かつまた従来技術の欠点を克服することができることがこ
こに見出された。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の具体的態様に従う表示デバイスを示す。
【図２】本発明の例１に従い得られる本発明による反射型偏光板の透過スペクトルを示し
、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図３】本発明の例２に従い得られるつ々の濃度で紫外線染料を含有する本発明による反
射型偏光板の透過スペクトルを示す。
【図４】相違する照度の紫外線灯により硬化させた場合の本発明の例３に従い得られる本
発明による反射型偏光板の透過スペクトルを示す。
【図５】相違するの硬化時間を用いて本発明の例４に従い得られる本発明による反射型偏
光板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図６】本発明の例５に従い得られる本発明による反射型偏光板の透過スペクトルを示し
、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図７】相違するの硬化時間を用いて本発明の例６に従い得られる本発明による反射型偏
光板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図８】相違するの基体上で硬化させた場合の本発明の例７に従い得られる本発明による
反射型偏光板の透過スペクトルを示す。
【図９】相違するの基体上で硬化させた場合の本発明の例８に従い得られる本発明による
反射型偏光板の透過スペクトルを示す。
【００１１】
【図１０】本発明の例９に従い得られる本発明による反射型偏光板の透過スペクトルを示
し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１１】本発明の例１０に従い得られる本発明による反射型偏光板の透過スペクトルを
示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１２】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１３】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１４】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１５】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１６】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１７】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１８】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【図１９】本発明の同一の数字で表わされる各例に従い得られる本発明による反射型偏光
板の透過スペクトルを示し、ここでａ）は透過光を示し、そしてｂ）は反射光を示す。
【００１２】
　本明細書全体の記載において使用されている、反応性化合物の用語は、重合性化合物、
すなわち１つ（モノ反応性）、２つ（ジ反応性）または３つ以上（多反応性）の重合性官
能基を有する化合物を表わす。
【００１３】
　本明細書全体の記載において使用されているものとして、重合性または反応性メソゲン
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、重合性または反応性メソゲン化合物および重合性または反応性液晶化合物の用語は、棒
状または板状メソゲン基を有する化合物を包含する。これらの化合物は中間相を示す必要
はなく、あるいはそれら自体が液晶相挙動を示す必要はない。これらの化合物はまた、他
の成分との混合物中で、あるいは純粋な化合物または混合物が重合された場合にのみ中間
相または液晶相挙動を示すことができる。
【００１４】
　本発明の目的は、液晶セルおよび少なくとも１つの反射型偏光板または円偏光された光
を発生する手段として少なくとも１つの反射型偏光板を有する組合せ偏光板を含み、この
反射型偏光板はラセン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソトロピックポリ
マー材料の光学活性層を有しており、この材料は配向されて分子ラセンの軸が層に対して
横断して伸びており、分子ラセンのピッチが最大ピッチと最小ピッチとの間で少なくとも
１００ｎｍの差となるように変化している液晶表示デバイスであって、該反射型偏光板が
　ａ）少なくとも１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲ
ン化合物を
　ｂ）１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物およ
び（または）少なくとも１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、
　ｃ）開始剤、
　ｄ）任意に、少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン化合物、
　ｅ）任意に、染料および
　ｆ）任意に、安定剤
の存在下で含有するカイラル重合性メソゲン材料の混合物の共重合によって得られること
を特徴とする、前記液晶表示デバイスにある。
好ましくは、この反射型偏光板によって透過される光のスペクトルは、少なくとも双峰型
ピーク分布を有する。
【００１５】
　本発明の好適態様は下記態様にある：
　★少なくとも１つの光学リターデーションフィルムを備えており、このフィルムのリタ
ーデーションは、反射型偏光板の動作中に反射される帯域の波長の約０．２５倍である液
晶表示デバイス。
　★好ましくは、反射型偏光板と液晶セルとの間の光路に配置されている直線偏光板を備
えている液晶表示デバイス。
　★直線偏光板が、当該偏光板の光学軸とリターデーションフィルムの主要光学軸との間
の角度か３０度～６０度であるような様相で配置されている。
　★好ましくは、反射型偏光板とディスプレイに対する光入射源との間の光路に配置され
ている光拡散シートを備えている液晶表示デバイス。
【００１６】
　本発明のもう一つの目的は、ラセン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソ
トロピックポリマー材料の光学活性層を備えた反射型偏光板であって、この材料は分子ラ
センの軸が膜に対して横断して伸びており、この分子ラセンのピッチは最大ピッチと最低
ピッチとの間の差が少なくとも１００ｎｍであるように変化しているように配向されてい
る液晶表示デバイスであって、この反射型偏光板が、
【００１７】
Ａ）基体の少なくとも一面上に、
　ａ）少なくとも１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲ
ン化合物を
　ｂ）１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物およ
び（または）少なくとも１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、
　ｃ）開始剤、
　ｄ）任意に、少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン重合性化合物、
　ｅ）任意に、染料および
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　ｆ）任意に、安定剤の存在下で含有するカイラル重合性材料の混合物を層状に塗布し
Ｂ）該混合物を、分子ラセンの軸が層に対して横断して伸びているような方向に配向させ
、
Ｃ）該混合物を熱または活性照射線にさらすことによって重合させ、そして
Ｄ）必要に応じて、重合した材料から基体の一面または両面を分離する、ことによって得
られることを特徴とする、前記反射型偏光板にある。
【００１８】
　本発明の好適態様において、重合した材料は三次元網状構造体を形成している。もう一
つの好適態様は、カイラル重合性メソゲン材料が、
　★１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物および
１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲン化合物；
　★１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物および
２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲン
化合物；
を含有する。
【００１９】
　本発明の好適態様において、メソゲン化合物は下記式Ｉから選択される：
　Ｐ－（Ｓｐ）n－ＭＧ－Ｒ 　　　Ｉ
　式中、
　Ｐは重合性基であり、
　Ｓｐは炭素原子１～２０つを有するスペーサー基であり、
　ｎは０または１であり、
　ＭＧはメソゲン基またはメソゲン性支持基であり、好ましくはエステル基またはエーテ
ル基あるいは単結合によってスペーサー基Ｓｐおよび有機基Ｒに結合しており、このメソ
ゲン基は好ましくは下記式ＩＩから選択され：
　－（Ａ1－Ｚ1）m－Ａ2－Ｚ2－Ａ3－ 　　ＩＩ
【００２０】
（式中、
　Ａ1、Ａ2およびＡ3は相互に独立して、１，４－フェニレン基であり、この基中に存在
する１つまたは２つ以上のＣＨ基はまたＮにより置き換えられていてもよく、あるいは１
，４－シクロヘキシレン基であり、この基中に存在する１つのＣＨ2基または隣接してい
ない２つのＣＨ2基はまたＯおよび（または）Ｓにより置き換えられていてもよく、ある
いは１，４－シクロヘキセニレン基またはナフタレン－２，６－ジイル基であり、これら
の基は全部が未置換であるか、あるいは１つまたは２つ以上のハロゲン、シアノまたはニ
トロ基により、あるいは炭素原子１～７つを有するアルキル基、アルコキシ基またはアル
カノイル基により置換されていてもよく、これらの基中の１つまたは２つ以上のＨ原子は
ＦまたはＣｌにより置換されていてもよく、
【００２１】
　Ｚ1およびＺ2はそれぞれ独立して、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＯＣ
Ｈ2－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合であり、そしてｍは、０、１または２である）、そして
　Ｒは、２５つまでの炭素原子を有するアルキル基であり、この基は未置換であるか、あ
るいは１つまたは２つ以上のハロゲンまたはＣＮにより置換されており、この基中に存在
する１つのＣＨ2基または隣接していない２つ以上のＣＨ2基はまたそれぞれ相互に独立し
て、酸素原子が相互に直接結合しない様相で、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ3

）－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ
－または－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよく、あるいはＲはまた、ハロゲンまた
はシアノであるか、あるいは独立して、Ｐ－（Ｓｐ）n－について示されている意味の一
つを有する。
【００２２】
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　本発明のもう一つの目的は、本明細書全体に記載されているカイラル重合性メソゲン材
料の混合物にある。
　好適態様において、この重合性混合物は、１つのみの重合性基を有する重合性メソゲン
化合物を含有する。これらの化合物は一般に、合成が容易であり、かつまた安価である。
さらにまた、一反応性化合物のみを含有する混合物は、多くの場合に、二反応性化合物に
比較して意図しない自発的重合に対する高い安定性を有する。
【００２３】
　もう一つの好適態様では、１つの重合性基を有する（一官能性）少なくとも１つのカイ
ラルまたは非カイラル重合性化合物および２つまたは３つ以上の重合性基を有する（多官
能性）少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲン化合物を含有する混合物の使用を包含
する。重合されると、この材料は三次元網状構造体を形成する。このような架橋したポリ
マー網状構造のフィルムは格別に大きい機械的安定性を有する。特に、これは基体を備え
ていることを必要としない自己支持性偏光フィルムとして使用することができる。このよ
うな反射型偏光板の製造後に、重合および（または）配向に必要な基体は取り除くことが
でき、これは偏光板の小型化にとって好ましい。この型式の偏光板は偏光特性の格別に小
さい温度依存性を有する。
【００２４】
　多官能性メソゲン化合物または非メソゲン化合物の濃度を変えることによって、ボリマ
ーフィルムの架橋密度を容易に変えることができ、これによって偏光板の光学的性質の温
度依存性にとっても重要であるガラス転移温度、熱および機械的安定性または溶剤耐性な
どのその物理的および化学的性質を容易に変えることができる。
【００２５】
　もう一つの好適態様において、重合性混合物は２０％まで、好ましくは５～２０％の２
つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非メソゲン化合物を含有し、これによりポリマ
ーの架橋度を増加させることができる。二官能性非メソゲンモノマーの代表例には、炭素
原子１～２０つを有するアルキル基を有するアルキルジアクリレート化合物またはアルキ
ルジメタアクリレート化合物がある。２つよりも多くの重合性基を有する非メソゲンモノ
マーの代表例には、トリメチルプロパントリメタアクリレートまたはペンタエリスリトー
ルテトラアクリレートがある。
【００２６】
　もう一つの好適態様において、重合性混合物は７０％まで、好ましくは５～７０％の１
つの重合性官能基を有する非メソゲン化合物を含有する。一官能性非メソゲンモノマーの
代表例には、アルキルアクリレート化合物またはアルキルメタアクリレート化合物がある
。
【００２７】
　本発明による偏光板の製造に使用される重合性混合物は、少なくとも１つの非カイラル
化合物および少なくとも１つのカイラル化合物を含有する。カイラル化合物と非カイラル
化合物との割合を変えることによって、当該偏光板の反射波長帯域の位置を変えることが
できる。カイラル化合物と非カイラル化合物との好適割合は、反射スペクトルが可視光線
スペクトルの実質的部分を包含するように選択する。
【００２８】
　すなわち、反射波長帯域の中心の波長は、好ましくは４５０～６５０ｎｍ、特に好まし
くは４８０～６００ｎｍ、非常に特に好ましくは５００～５５０ｎｍである。
　この波長帯域の帯域幅は、好ましくは１００ｎｍよりも広く、特に好ましくは２００ｎ
ｍよりも広く、非常に特に好ましくは２５０ｎｍよりも広い。
【００２９】
　もう一つの好適態様において、カイラル重合性メソゲン混合物は２０重量％までの量で
非重合性メソゲン化合物、特に好ましくはポリマーの光学的性質を適応させるためにカイ
ラルドープ剤として使用される非重合性メソゲン化合物を含有する。
【００３０】
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　カイラルドープ剤として、少なくとも１つ、非常に特に好ましくは１～４つ、特に１つ
または２つのカイラル非重合性メソゲン化合物を含有するカイラル重合性メソゲン混合物
が好ましい。このカイラルドープ剤の割合は、総混合物の好ましくは０．０１～２０重量
％、非常に好ましくは０．０５～１０重量％、特に０．１～５重量％である。
【００３１】
　カイラルドープ剤としては、原則的に、この目的に当業者に知られている全部の化合物
を使用することができる。代表的カイラルドープ剤には、例えば市販されているＳ１０１
１、Ｒ８１１またはＣＢ１５（Merck KGaA,Darmstadt,ドイツ国）がある。
【００３２】
　１つまたは２つ以上のカイラルドープ剤が糖分子に基づくカイラル二価構造要素を有す
る化合物であるカイラル重合性メソゲン混合物はまた好適である。
これらのカイラル重合性メソゲン混合物の中で、カイラルドープ剤が下記式Ｖで表わされ
る化合物である混合物は特に好適である：
　Ｒ2－ＭＧ－ＣＧ－ＭＧ－Ｒ3 　Ｖ
【００３３】
　式中、
　ＭＧはそれぞれ独立して、式ＩＩで表わされるメソゲン基を表わし、Ｒ2およびＲ3はそ
れぞれ独立して、ハロゲンまたはシアノであるか、あるいは炭素原子１～１２つを有し、
ハロゲン化されていてもよいアルキル基またはアルコキシ基であり、そして
　ＣＧは下記構造要素である：
【化１】

【００３４】
　式Ｖで表わされるカイラルドープ剤は、下記反応経路に従い、あるいはこの経路と同様
にして合成することができる：
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【化３】

【００３５】
ＤＣＣＤ＝ジシクロヘキシルカルボジイミド、ＤＭＡＰ＝ジメチルアミノピリジン、ＤＣ
Ｍ＝ジクロロメタン。
　反応経路１および２において、Ｒ*は炭素原子１～１２つを有するアルキル基またはア
ルコキシ基であり、Ｌおよびｒは下記に示す意味を有し、そしてＭＧは式ＩＩの意味を有
する。
【００３６】
　本発明の好適態様は、下記カイラル重合性メソゲン材料の混合物の１つの共重合によっ
て得られる本明細書全体に記載されている反射性偏光板に関する：
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　５～８５重量％の１つの重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲン化合物、
　０～３０重量％の２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲ
ン化合物、
　１０～８０重量％の１つの重合性官能基を有するカイラル重合性メソゲン化合物、
　０．１～５重量％の開始剤、
　０～５重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　０～５重量％の染料および１０～１０００ｐｐｍの安定剤。
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　１０～８５重量％の２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非カイラル重合性メソ
ゲン化合物、
　１０～９０重量％の１つの重合性官能基を有するカイラル重合性メソゲン化合物、
　０．１～５重量％の開始剤、
　０～５重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　０～５重量％の染料および
　１０～１０００ｐｐｍの安定剤。
【００３７】
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　０～８５重量％の１つの重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲン化合物、
　０～７０重量％の２つまたは３つ以上の重合性官能基を有する非カイラル重合性メソゲ
ン化合物、
　１０～８５重量％の１つの重合性官能基を有するカイラル重合性メソゲン化合物、
　３～７０重量％の少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン重合性化合物、
　０．１～５重量％の開始剤、
　０～５重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　０～５重量％の染料および
　１０～１０００ｐｐｍの安定剤。
【００３８】
　本発明のもう一つの好適態様において、カイラル重合性メソゲン材料はカイラル重合性
化合物を含有していない。
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　本発明のもう一つの好適態様において、カイラル重合性メソゲン材料は１つよりも多く
の重合性基を有する重合性メソゲン化合物を含有していない。
　本発明による反射型偏光板の透過スペクトルの透過対波長曲線（これは、例えば図２～
１１に記載されている）は対称形態または非対称形態であることができる。これは単峰型
、双峰型または多峰型ピーク分布を示し、これは１、２または３よりも多い反射の局所最
大値を示すことができることを意味する。本発明の好適態様は、このスペクトルが少なく
とも双峰型のピーク分布を有することを特徴とする。
【００３９】
　本発明による重合性混合物は、少なくとも１つの基体上に膜形態で塗布し、配向させ、
次いで重合させる。基体としては、ガラスシートおよびプラスティックフィルムを使用す
ることができる。
　重合前、重合中、および（または）重合後に、塗布混合物の上に第二の基体を配置する
こともできる。この基体は、重合後に取り除くことができ、あるいは取り除かなくてもよ
い。２つの基体を使用する場合、少なくとも１つの基体は重合に使用される活性照射線に
対して透過性でなければならない。
【００４０】
　好適には、少なくとも１つの基体は、例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、
ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリカーボネート（ＰＣ）またはトリアセチルセルロ
ース（ＴＡＣ）フィルムなどのプラスティックフィルム、好ましくはＰＥＴフィルムであ
る。
　重合前の、塗布した重合性混合物の均一配向は、例えばドクターブレードを用いるなど
の混合物の剪断によって得ることができる。少なくとも１つの基体の上部表面上に配向膜
、例えばラビングしたポリイミドまたはスパッタリングしたＳｉＯx膜を適用して、均一
プレーナ配向、すなわち分子ラセンがメソゲン材料の膜を横切って伸びている配向を生じ
させることもできる。第二の基体を塗布材料の上部表面上に配置する場合、２つの基体を
一緒にパッティングすることによって生じる剪断力は良好な配向を得るのにしばしば充分
である。本発明の好適態様において、この配向は、カイラル重合性メソゲン材料を剪断に
かけることによって達成する。
【００４１】
　本発明による重合性メソゲン混合物の重合は、これを熱または活性照射線にさらすこと
によって生じさせる。活性照射線は、例えば光、Ｘ－線またはガンマ線の照射あるいは高
エネルギー粒子、例えばイオンまたは電子の照射である。紫外線光を使用すると特に好ま
しい。この照射波長は、好ましくは２５０～４００ｎｍ、特に好ましくは３４０～３８０
ｎｍである。
【００４２】
　活性照射線の供給源としては、例えば単一の紫外線灯または一組の紫外線灯を使用する
ことができる。大きい照明灯力を使用して、硬化時間を短縮することができる。本発明で
使用される照明灯により発生される照度は、好ましくは０．０１～１００ｍＷ／ｃｍ2）
特に好ましくは０．０５～１０ｍＷ／ｃｍ2）非常に特に好ましくは０．１～１．０ｍＷ
／ｃｍ2である。
【００４３】
　硬化時間は、中でも、重合性メソゲン材料の反応性、塗布膜の厚さ、重合開始剤および
使用する場合に、染料のつ類に依存する。硬化時間はまた、重合度またはポリマーフィル
ムの架橋度に対して影響を及ぼし、従って反射型偏光板の偏光特性に影響を及ぼす。大量
生産の場合、短い硬化時間が好適である。本発明に従う硬化時間は、好ましくは２０分間
よりも長くなく、特に好ましくは８分間よりも長くなく、非常に特に好ましくは４分間よ
りも長くない。
【００４４】
　重合は、活性照射線の波長に合った吸収最大値を有する開始剤の存在下に行う。一例と
して、紫外線光により重合させる場合、紫外線照射下に分解してフリーラジカルを発生す



(15) JP 2012-103693 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

る光開始剤を使用して重合反応を開始させることができる。カチオン系開始剤を使用して
、フリーラジカルの代わりにカチオンにより光硬化させることもできる。重合はまた、あ
る温度以上に加熱されると分解する開始剤によって開始させることもできる。
【００４５】
　紫外線照射によるラジカル重合用光開始剤の代表例としては、市販されているイルガキ
ュア（Irgacure）６５１、イルガキュア１８４またはダロキュア（Darocure）４２０５（
これらは全部がCiba Geigy AGから入手することができる）を使用することができ、他方
カチオン性光重合の場合、市販のＵＶ１６９７４（Union Carbide）を使用することがで
きる。
【００４６】
　カイラル重合性メソゲン材料は重合開始剤を、好ましくは０．０５～１０％、非常に好
ましくは０．１～５％、特に０．２～３％の量で含有する。紫外線光開始剤が好適である
。紫外線照射下に分解してフリーラジカルを発生する光開始剤は特に好適である。
光感受性または温度感受性開始剤に加えて、重合性混合物は、１つまたは２つ以上のその
他の適当な成分、例えば触媒、増感剤、安定剤、共反応性モノマーまたは界面活性化合物
などをさらに含有することができる。
【００４７】
　本発明の好適態様において、この重合性混合物は、例えば混合物の保存中における望ま
しくない自発的重合を阻止するために使用される安定剤を含有する。安定剤としては、原
則的に、この目的に当業者に知られている全部の化合物を使用することができる。これら
の化合物としては広くつ々の化合物が市販されている。安定剤の代表的例には、４－エト
キシフェノールまたはブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）がある。
本発明による重合性混合物は好ましくは、上記安定剤を１～１０００ｐｐｍ、特に好まし
くは１０～５００ｐｐｍの量で含有する。
【００４８】
　別つの添加剤、例えば連鎖移動剤を添加して、本発明のポリマーフィルムの物理的性質
を修飾することもできる。一例として、重合性混合物に連鎖移動剤を添加する場合、遊離
のポリマー鎖の長さおよび（または）本発明のポリマーフィルム中の２つの架橋部位間の
ポリマー鎖の長さを制御することができる。連鎖移動剤の量が増加するに従い、減少した
ポリマー鎖長さを有するポリマーフィルムが得られる。
【００４９】
　本発明の好適態様において、重合性混合物は連鎖移動剤を０．０１～１５％、特に０．
１～１０％、非常に好ましくは０．５～５％の量で含有する。この好適態様に従うポリマ
ーフィルムは、基体に対する特に良好な接着性を示し、特に例えばＴＡＣフィルムなどの
プラスティックフィルムに対して特に良好な接着性を示す。さらにまた、連鎖移動剤を含
有する重合性メソゲン混合物を使用することによって、拡大した帯域幅を有する反射型偏
光板を得ることができる。
【００５０】
　連鎖移動剤としては、例えばドデカンチオールなどの一官能性チオール化合物またはト
リメチルプロパントリ（３－メルカプトプロピオネート）などの多官能性チオール化合物
を使用することができる。
　ある場合、重合性混合物の配向を助長するために、およびまた重合を阻害することもあ
る酸素を排除するために、第二の基体を使用すると有利である。別法として、硬化を不活
性気体雰囲気下に行うこともできる。後者の場合、中間相の充分な配向を生じさせるため
に、重合前のメソゲン材料の剪断が必要である。カチオン性光開始剤を用いる場合、酸素
の排除は不必要であるが、水分は排除しなければならない。本発明の好適態様において、
カイラル重合性メソゲン材料の重合は、不活性気体雰囲気下に、好ましくは窒素雰囲気下
に行う。
【００５１】
　高品質の配向を備えたポリマーフィルムを得るためには、この重合を重合性メソゲン混
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合物の液晶相で行うべきである。従って本発明による反射型偏光板を製造する場合、低融
点を有する混合物を使用すると好ましい。この重合方法により重合操作が容易になる。こ
れは大量生産にとって特に重要である。
【００５２】
　１５０℃以下の硬化温度が好適である。１００℃以下の温度は特に好適である。
　光学活性ポリマーフィルムの厚さは反射型偏光板の帯域幅に影響を及ぼす。帯域位置お
よび帯域幅に依存して、この厚さは、好ましくは５～３０μｍである。約３００ｎｍの帯
域幅の場合、１０～２０μｍの厚さが特に好ましい。
【００５３】
　好適態様において、カイラル重合性メソゲン材料の混合物は使用される活性照射線の波
長に合う波長に吸収最大値を有する染料をさらに含有する。好ましくは、反射型偏光板の
使用期間中の望ましくない吸光を排除するために、その吸収最大値が当該偏光板の動作波
長範囲外にある染料を使用する。
【００５４】
　本発明のもう一つの好適態様において、カイラル重合性メソゲン混合物は染料を含有し
ていない。
　本発明による反射型偏光板を通過される光は、右巻き方向または左巻き方向であること
ができるポリマーフィルムの分子ラセンのねじれ方向に従い、右巻き方向または左巻き方
向で実質的に円偏光された光である。
【００５５】
　ある用途では、透過光が直線偏光されることが望まれる。従って、本発明の好適態様に
おいて、液晶表示デバイスは光学補償膜を備えている。この光学補償膜は、その光学リタ
ーデーション、すなわち複屈折率と膜厚さとの積が当該偏光板によって反射される帯域幅
の中心の波長の約０．２５倍であるように選択される複屈折性材料の膜からなる。その結
果として、この補償膜は円偏光された光を直線偏光された光に変える四分の一波長板また
は薄膜（ＱＷＦ）として動作する。
補償膜としては、例えば延伸ＰＥＴ、ＰＶＡ、ＰＣまたはＴＡＣなどの延伸プラスティッ
クフィルムを使用することができる。配向させた高分子化液晶材料膜を使用することもで
きる。
【００５６】
　ＱＷＦは、分離している光学素子として反射型偏光板に接触させることができる。好ま
しくは、反射型偏光板とＱＷＦとを、これらがそれぞれ光学素子を形成しているように集
積させることができる。これは、例えば反射型偏光板を製造した後に、この偏光板とＱＷ
Ｆとを一緒に積層することによって達成することができる。
　もう一つの好適態様では、カイラル重合性メソゲン材料をＱＷＦ上に直接塗布し、硬化
させる。この場合、ＱＷＦは基体としての役目を果たし、これにより製造方法を単純にす
ることができる。
【００５７】
　１つの光学補償膜を反射型偏光板とともに使用する場合、その光学リターデーションは
偏光板の全帯域にわたり同一のままとどまる。その結果として、円偏光された光から直線
偏光された光への変換は、偏光板の帯域幅全体にわたっては最適ではなくなる。これは特
に、広帯域偏光板の欠点であることができる。
【００５８】
　従って、本発明の好適態様において、本発明による液晶表示デバイスは２つまたは３つ
以上の光学補償膜の組み合わせを備えており、これらの補償膜のリターデーションは、各
膜のリターデーションの差異により、この補償膜組み合わせの真性リターデーションが当
該偏光板の反射帯域幅の実質的部分にわたり、当該偏光板により反射される光の波長の約
０．２５倍であるように選択する。
【００５９】
　反射型偏光板に対する入射光は円偏光された光に変形される。しかしながら、この変形
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は偏光板の帯域幅に対応する波長を有する光および垂直入射光、すなわち分子ラセンの軸
に対して平行である入射光にのみに生じる。例えば垂直に対して角度をもって反射型偏光
板を透過する光は楕円偏光されるようになる。この光はまた、反射型偏光板の背後に存在
する光学補償膜によって単一偏光面の直線偏光された光に完全には変形されない。特に液
晶ディスプレイセルを照射するために本発明による偏光板組合せを使用する場合、この光
の部分はディスプレイのコントラストの望ましくない減少を導くことがある。従って、本
発明の好適態様において、反射型偏光板から発射される光の理想的に円偏光されていない
部分を排除するために、ディスプレイの光路の光学補償膜の裏側に直線偏光板を配置する
。上記直線偏光板は好ましくは、その光学軸と補償膜の主要光学軸との間の角度が３０～
６０度、特に好ましくは４０～５０度であるように配置する。
【００６０】
　本発明による反射型偏光板は、偏光板帯域幅の入射光の５０％を円偏光された光として
反射する。上記したように、反射型偏光板の高効率は、逆行された後に、この反射光を、
例えば当該ディスプレイのバックライト装置で使用し、偏光板に再度戻すことによって得
られる。
【００６１】
　金属製反射板を使用する場合、円偏光された光は理論的には、反対のねじれ方向で円偏
光された光として反射される。これはこの時点で、反射型偏光板のラセンと一致し、完全
に透過される。
【００６２】
　非金属製反射板を使用する場合あるいは拡散膜のような追加の拡散板を光源と反射型偏
光板との間のディスプレイの光路に配置した場合、この逆行した光は、その偏光が取り消
され、上記したように反射型偏光板と再度相互反応する。この偏光の取り消しはまた、内
部反射により、およびディスプレイの光学部品内または光学部品間の屈折により生じるこ
とがある。
【００６３】
　従って、本発明の好適態様に従う液晶ディスプレイは、反射型偏光板に対する入射光の
角度分布を最適にするために、バックライトと反射型偏光板との間に配置されている拡散
膜を備えている。
　本発明のもう一つの好適態様において、液晶ディスプレイは、反射型偏光板および直線
偏光板、光学補償膜および拡散板に備えられている１つまたは２つ以上の接着膜を有する
。
　本発明のもう一つの好適態様において、液晶表示デバイスは、反射型偏光板および直線
偏光板、光学補償膜、拡散膜および接着膜に備えられている１つまたは２つ以上の保護膜
を有しており、これによりこれらの要素は周囲環境に対して保護されている。
【００６４】
　本発明による反射型偏光板の機能を図１によりさらに説明する。図１は本発明の具体例
を説明するものである。光路に従う光の主要方向は、左側から右側への方向である。この
図は照明灯１２および組合わせ導光板および反射板１３を備えた側面照明型バックライト
ユニット１１、拡散膜１４および反射型偏光板１５、四分の一波長リターデーション膜１
６および直線偏光板１７からなる本発明による偏光板組合せを備えた表示デバイス１０を
示している。この図にはまた、液晶セル１８および表示セルの裏側に存在する第二の直線
偏光板１９が示されている。バックライト１１から発射された光は、反射型偏光板１５と
実質的部分で相互反応する。相互反応した光度の半分は、それぞれ右旋回または左旋回状
態で円偏光された光として透過され、他方他の半分は反対の旋回方向で円偏光された光と
して反射される。この反射された光は拡散膜１４により偏光が取り消され、次いで反射板
１３により反射型偏光板１５に再度向けられる。この透過部分の主要部分はリターデーシ
ョン膜１６により直線偏光された光に変換される。理想的に直線偏光されない光、例えば
楕円偏光された光は、直線偏光板１７により排除される。直線偏光された光は次いで、デ
ィスプレイ１８および第二の直線偏光板１９を通過して視覚者２０に到達する。
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【００６５】
　本発明による偏光板組合せを使用した場合の輝度利得は、好ましくは少なくとも５０％
またはそれ以上であり、特に好ましくは少なくとも７０％またはそれ以上である。
　この関係における輝度利得はａ）図１に記載のバックライト１１、拡散膜１４、反射型
偏光板１５、四分の一波長リターデーション膜１６および直線偏光板１７からなる組立装
置を通過した後に透過される光の光度と、ｂ）バックライト１１および直線偏光板１７か
らなる組立装置により透過される光の光度、との比を意味する。
【００６６】
　輝度利得は、反射光線に対する光源の効率に依存する。上記の好適数値は、慣用の側面
照明型（side－lit）または直下型（meander）バックライトなどの有効光源に関連する。
測定された輝度利得はまた、バックライト全域を覆う反射型偏光板の試料の大きさに依存
する。バックライトが一部分のみを覆っている場合、光の一部が偏光板から逆反射され、
引き続いて装置から逃げるために、輝度利得は減少する。
【００６７】
　バックライト型ディスプレイを別にして、本発明による反射型偏光板および偏光板組合
せはまた、反射型ディスプレイでも採用することができる。このようなディスプレイは光
源として、ディスプレイの外部で発生される照射線を反射する反射板を使用する。従って
、本発明はまた、本発明による反射型偏光板を備えた反射型液晶表示デバイスに関する。
【００６８】
　重合性メソゲン化合物は好ましくは、下記式Ｉから選択される：
　Ｐ－（Ｓｐ）n－ＭＧ－Ｒ 　　Ｉ
　式中、
　Ｐは重合性基であり、
　Ｓｐは炭素原子１～２０つを有するスペーサー基であり、
　ｎは０または１であり、
　ＭＧは好ましくはエステル基またはエーテル基により、あるいは単結合によりスペーサ
ー基Ｓｐおよび有機基Ｒに結合しているメソゲン基またはメソゲン支持基であり、このメ
ソゲン基は好ましくは、下記式ＩＩから選択され：
　－（Ａ1－Ｚl）m－Ａ2－Ｚ2－Ａ3－ ＩＩ
【００６９】
（式中、
　Ａ1、Ａ2およびＡ3は相互に独立して、１，４－フェニレン基であり、この基中に存在
する１つまたは２つ以上のＣＨ基はまたＮにより置き換えられていてもよく、あるいは１
，４－シクロヘキシレン基であり、この基中に存在する１つのＣＨ2基または隣接してい
ない２つのＣＨ2基はまたＯおよび（または）Ｓにより置き換えられていてもよく、ある
いは１，４－シクロヘキセニレン基またはナフタレン－２，６－ジイル基であり、これら
の基は全部が未置換であるか、あるいは１つまたは２つ以上のハロゲン、シアノまたはニ
トロ基により、あるいは炭素原子１～７つを有するアルキル基、アルコキシ基またはアル
カノイル基により置換されていてもよく、これらの基中の１つまたは２つ以上のＨ原子は
ＦまたはＣｌにより置換されていてもよく、
【００７０】
　Ｚ1およびＺ2はそれぞれ独立して、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＯＣ
Ｈ2－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合であり、そして
　ｍは、０、１または２である）、そして
　Ｒは２５つまでの炭素原子を有するアルキル基であり、この基は未置換であるか、ある
いは１つまたは２つ以上のＣＮまたはハロゲンにより置換されており、この基中に存在す
る１つのＣＨ2基または隣接していない２つ以上のＣＨ2基はまたそれぞれ相互に独立して
、酸素原子が相互に直接結合しない様相で、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ3）
－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－
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シアノであるか、あるいは独立して、Ｐ－（Ｓｐ）n－について示されている意味の一つ
を有する。
【００７１】
　式Ｉで表わされる化合物において、Ｐは好ましくは、ＣＨ2＝－ＣＷ－ＣＯＯ－、ＷＣ
Ｈ＝ＣＨ－Ｏ－、
【化４】

またはＣＨ2＝ＣＨ－フェニル（Ｏ）k－から選択され、ここでＷはＨ、ＣＨ3またはＣｌ
であり、そしてｋは０または１である。
【００７２】
　Ｐは好ましくは、ビニル基、アクリレート基、メタアクリレート基、プロペニルエーテ
ル基、スチレン基またはエポキシ基である。特に好ましいＰはアクリレート基またはメタ
アクリレート基である。
　少なくとも２つの重合性メソゲン化合物を含有し、その少なくとも１つが式Ｉで表わさ
れる化合物である重合性混合物は特に好適である。
　本発明のもう一つの好適態様において、重合性メソゲン化合物は式Ｉにおいて、Ｒが上
記のとおりのＰ－（Ｓｐ）n－の意味の一つを有する化合物から選択される。
【００７３】
　二環状および三環状メソゲン化合物は好適である。
　式Ｉで表わされる化合物の中で、ＲがＦ、ＣｌまたはＣＮであるか、あるいはハロゲン
化されていてもよいアルキルまたはアルコキシであるか、あるいはＰ－（Ｓｐ）n－につ
いて示されている意味を有する化合物は特に好適である。さらにまた、そのＭＧが式ＩＩ
において、Ｚ1およびＺ2がそれぞれ独立して、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2－ＣＨ2

－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合である化合物は好適
である。
【００７４】
　式ＩＩで表わされる好適メソゲン基の小さい群を下記に示す。簡潔にするために、これ
らの基において、Ｐｈｅは１，４－フェニレンであり、ＰｈｅＬは少なくとも１つの基Ｌ
により置換されている１，４－フェニレンであり、ここでＬはＦ、ＣｌまたはＣＮである
か、あるいは炭素原子１～４つを有し、フッ素化されていてもよいアルキル基、アルコキ
シ基またはアルカノイル基であり、そしてＣｙｃは１，４－シクロヘキシレンである。
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【００７５】
　これらの好適基において、Ｚ1およびＺ2は、上記式Ｉについて示されている意味を有す
る。好ましくは、Ｚ1およびＺ2は、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ＝
ＣＨ－ＣＯＯ－または単結合である。
　Ｌは好ましくは、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＮＯ2、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、ＯＣＨ3、ＯＣ2Ｈ5、ＣＯ
ＣＨ3、ＣＯＣ2Ｈ5、ＣＦ3、ＯＣＦ3、ＯＣＨＦ2、ＯＣ2Ｆ5、特にＦ、Ｃｌ、ＣＮ、ＣＨ

3、Ｃ2Ｈ5、ＯＣＨ3、ＣＯＣＨ3およびＯＣＦ3、最も好ましくはＦ、ＣＨ3、ＯＣＨ3およ
びＣＯＣＨ3である。
【００７６】
　ＭＧが下記式から選択される化合物は特に好適である：
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【化７】

【００７７】
　これらの式において、Ｌは上記意味を有し、そしてｒは０、１または２である。
　これらの好適式において、基：
【化８】

　を表わし、これらの基において、Ｌはそれぞれ独立して、上記意味の一つを有する。
　これらの好適化合物中に存在するＲは、特に好ましくはＣＮ、Ｆ、ＣｌまたはＯＣＦ3

であるか、あるいは炭素原子１～１２つを有するアルキル基またはアルコキシ基であるか
、あるいはＰ－（Ｓｐ）n－について示されている意味の一つを有する。
【００７８】
　式Ｉ中に存在するＲがアルキル基またはアルコキシ基、すなわちその末端ＣＨ2基が－
Ｏ－により置き換えられている基である場合、この基は直鎖状または分枝鎖状であること
ができる。この基は好ましくは、直鎖状であって、２つ、３つ、４つ、５つ、６つ、７つ
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または８つの炭素原子を有し、従って好ましくは、例えばエチル、プロピル、ブチル、ペ
ンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、エトキシ、プロポキシ、ブトキシ、ペントキシ
、ヘキソキシ、ヘプトキシまたはオクトキシであり、さらにまたメチル、ノニル、デシル
、ウンデシル、ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、メトキシ、ノノキ
シ、デコキシ、ウンデコキシ、ドデコキシ、トリデコキシまたはテトラデコキシであるこ
とができる。
【００７９】
　オキサアルキル基、すなわち基中に存在する１つのＣＨ2基が－Ｏ－により置き換えら
れている基は好ましくは、例えば直鎖状の２－オキサプロピル（＝メトキシメチル）、２
－（＝エトキシメチル）または３－オキサブチル（＝２－メトキシエチル）、２－、３－
または４－オキサペンチル、２－、３－、４－または５－オキサヘキシル、２－、３－、
４－、５－または６－オキサヘプチル、２－、３－、４－、５－、６－または７－オキサ
オクチル、２－、３－、４－、５－、６－、７－または８－オキサノニルあるいは２－、
３－、４－、５－、６－、７－、８－または９－オキサデシルである。
【００８０】
　式Ｉで表わされる重合性メソゲン化合物において、Ｒは非カイラル基またはカイラル基
であることができる。カイラル基である場合、Ｒは好ましくは、下記式ＩＩＩに従い選択
される：
【化９】

　式中、
　Ｘ1は－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－または単結
合であり、
　Ｑ1は炭素原子１～１０つを有するアルキレン基またはアルキレン－オキシ基あるいは
単結合であり、
【００８１】
　Ｑ2は炭素原子１～１０つを有するアルキル基またはアルコキシ基であり、この基は未
置換であるか、または１つまたは２つ以上のハロゲンまたはＣＮにより置換されており、
この基中に存在する１つのＣＨ2基または隣接していない２つ以上のＣＨ2基はまた、それ
ぞれ相互に独立して、酸素原子が相互に直接結合しない様相で、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－
Ｓ－、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ3）－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｏ
－、－Ｓ－ＣＯ－または－ＣＯ－Ｓ－により置き換えられていてもよく、あるいはＱ2は
Ｐ－Ｓｐ－について示されている意味を有することができ、
【００８２】
　Ｑ3は、ハロゲンまたはシアノ基であるか、あるいはＱ2とは相違する炭素原子１～４つ
を有するアルキル基またはアルコキシ基である。
　好適カイラル基Ｒは、例えば２－ブチル（＝１－メチルプロピル）、２－メチルブチル
、２－メチルペンチル、３－メチルペンチル、２－エチルヘキシル、２－プロピルペンチ
ル、２－オクチル、特に２－メチルブチル、２－メチルブトキシ、２－メチルペントキシ
、３－メチルペントキシ、２－エチルヘキソキシ、１－メチルヘキソキシ、２－オクチル
オキシ、２－オキサ－３－メチルブチル、３－オキサ－４－メチルペンチル、４－メチル
ヘキシル、２－ノニル、２－デシル、２－ドデシル、６－メトキシオクトキシ、６－メチ
ルオクトキシ、６－メチルオクタノイルオキシ、５－メチルヘプチルオキシカルボニル、
２－メチルブチリルオキシ、３－メチルバレロイルオキシ、４－メチルヘキサノイルオキ
シ、２－クロロプロピオニルオキシ、２－クロロ－３－メチルブチリルオキシ、２－クロ
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３－オキサペンチル、２－メチル－３－オキサヘキシル、１－メトキシプロピル－２－オ
キシ、１－エトキシプロピル－２－オキシ、１－プロポキシプロピル－２－オキシ、１－
ブトキシプロピル－２－オキシ、２－フルオロオクチルオキシ、２－フルオロデシルオキ
シである。
【００８３】
　さらにまた、非カイラル分枝鎖状基Ｒを含有する式Ｉで表わされるメソゲン化合物は、
例えば減少した結晶化傾向を有することから、場合によりコモノマーとして重要である。
このつの分枝鎖状基は一般に、多くて一つの鎖分岐を有する。
好適非カイラル分枝鎖状基には、イソプロピル、イソブチル（＝メチルプロピル）、イソ
ペンチル（＝３－メチルブチル）、イソプロポキシ、２－メチルプロポキシおよび３－メ
チルブトキシがある。
【００８４】
　もう一つの好適態様において、式Ｉ中に存在するＲは下記群から選択されるカイラル基
を表わす：エチレングリコール誘導体：
【化９】

（式中、ＲCは炭素原子１～１２つを有するアルキル基である）、あるいはシトロネロー
ルに基づく基：
【化１０】

【００８５】
　本発明のもう一つの態様において、式Ｉで表わされる化合物は、少なくとも一つのカイ
ラリティ中心を有するメソゲン基またはメソゲン性支持基ＭＧを有する。これらの化合物
において、ＭＧは好ましくは、下記式ＩＩａに従い選択される：
　－（Ａ1－Ｚ1）i－Ｇ 　　　ＩＩａ
　式中、Ａ1およびＺ1は式ＩＩについて示されている意味を有し、ｉは０、１または２で
あり、そしてＧは末端カイラル基、例えばコレステリル基：
【化１１】

あるいは例えばメントールなどのテルペノイド基：



(25) JP 2012-103693 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

【化１２】

等である。
【００８６】
　下記式ＩＩａ１で表わされる化合物は新規化合物であり、本発明のもう一つの態様を構
成する：
　Ｐ－（Ｓｐ－Ｘ）n－（Ａ1－Ｚ1）j－Ｇ 　　　ＩＩａ１
　式中、
　Ｐ、Ｓｐ、Ｘおよびｎは式Ｉについて示されている意味を有し、
　Ａ1およびＺ1は式ＩＩの意味を有し、
　ｊは１または２であり、そして
　Ｇは下記の基である：
【化１３】

（式中、ＲdはＣ1～Ｃ12アルキルまたはアルコキシであり、そしてＺは－ＣＯＯまたは－
Ｏ－ＣＯ－である）。
【００８７】
　式Ｉ中に存在するスペーサー基Ｓｐに関しては、この目的に当業者に知られている全部
の基を使用することができる。スペーサー基Ｓｐは好ましくは、炭素原子１～２０つ、特
に炭素原子１～１２つを有する直鎖状または分枝鎖状アルキレン基であり、この基中に存
在する１つのＣＨ2基または隣接していない２つ以上のＣＨ2基はまた、－Ｏ－、－Ｓ－、
－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ3）－、－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯＯ－
、－ＣＯ－Ｓ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＨ（ハロゲン）－、－ＣＨ（ＣＮ）－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－または－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよい。
【００８８】
　代表的スペーサー基Ｓｐは、例えば－（ＣＨ2）o－、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）r－、－ＣＨ2

ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｓ－ＣＨ2ＣＨ2－または－ＣＨ2ＣＨ2－ＮＨ－ＣＨ2ＣＨ2－で
あり、これらの基において、ｏは２～１２の整数であり、そしてｒは１～３の整数である
。
【００８９】
　好適スペーサー基Ｓｐは、例えばエチレン、プロピレン、ブチレン、ペンチレン、ヘキ
シレン、ヘプチレン、オクチレン、ノニレン、デシレン、ウンデシレン、ドデシレン、オ
クタデシレン、エチレンオキシエチレン、メチレンオキシブチレン、エチレン－チオエチ
レン、エチレン－Ｎ－メチルイミノエチレンおよび１－メチルアルキレンである。
　式Ｉ中に存在するスペーサー基とメソゲン基ＭＧとは、好ましくは－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－または－ＯＣＯＯ－から選択される基により、あるいは
単結合により結合されている。
【００９０】
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　本発明の好適態様において、式Ｉで表わされる重合性メソゲン化合物は下記式ＩＶで表
されるカイラル基であるスペーサー基Ｓｐを含有する：
【化１４】

　式中、
　Ｑ1およびＱ3は式ＩＩＩについて示されている意味を有し、そして
　Ｑ4は、Ｑ1と相違しており、炭素原子１～１０つを有するアルキレン基またはアルキレ
ン－オキシ基であるか、あるいは単結合である。
【００９１】
　式Ｉにおいて、ｎが１である化合物は特に好適である。
　Ｒが式Ｐ－Ｓｐ－で表わされる基である場合、このメソゲン中心の各側鎖に存在するス
ペーサー基は同一であってもまたは相違していてもよい。
　式Ｉにおいて、ｎが１である化合物は特に好適である。
　もう一つの好適態様において、本発明による補償膜は、式Ｉにおいて、ｎが０である化
合物および式Ｉにおいて、ｎが１である化合物を含有する混合物を共重合させることによ
って得られる。
【００９２】
　カイラル化合物の場合、基Ｓｐおよび（または）ＭＧおよび（または）Ｒは、これらが
カイラル炭素原子を含有するか、あるいは別様に、カイラリティが分子の非対称を誘発す
る基、例えば制限された旋回性を有するビナフタレン基から生じるように選択する。
　式Ｉで表わされるカイラル重合性メソゲン化合物および非カイラル重合性メソゲン化合
物の代表例は、例えばＷＯ９３／２２３９７；ＥＰ０２６１７１２；ＤＥ１９５０４２２
４；ＤＥ４４０８１７１またはＤＥ４４０５３１６に見出すことができる。しかしながら
、これらの刊行物に記載されている化合物は単なる例と見做されるべきであり、本発明の
範囲を制限するものではない。
【００９３】
　さらにまた、非カイラル重合性メソゲン化合物およびカイラル重合性メソゲン化合物の
代表例を、下記リストに示す。しかしながら、このリストは単に例示するものであって、
本発明の範囲を制限するものではない：
【００９４】
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【００９５】
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【化１６】

【００９６】
　これらの化合物において、ｘおよびｙはそれぞれ独立して、１～１２であり、ｖは０ま
たは１であり、Ａは１，４－フェニレンまたは１，４－シクロヘキシレン基であり、Ｒ1

はハロゲンまたはシアノであるか、あるいは炭素原子１～１２つを有するハロゲン化され
ていてもよいアルキル基またはアルコキシ基であり、そしてＬ1およびＬ2はそれぞれ独立
して、Ｈ、Ｆ、ＣｌまたはＣＮであるか、あるいは炭素原子１～７つを有するハロゲン化
されていてもよいアルキル基、アルコキシ基またはアルカノイル基である。
【００９７】
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　本明細書に記載されている重合性メソゲン化合物は、上記で挙げた刊行物に記載されて
いるそれ自体公知の方法および刊行物、例えばHouben－WeylによるMethoden der Organis
chen Chemie、Thieme出版社、Stuttgartなどの標準的学術書に記載されている方法により
製造することができる。
【００９８】
　本発明のもう一つの態様は、下記カイラル重合性メソゲン混合物にある：
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　ａ１）５～８５重量％、好ましくは８～７０重量％の少なくとも１つの式Ｉで表わされ
る非カイラル一反応性化合物、
　ａ２）２～６０重量％、好ましくは４～４５重量％の少なくとも１つの式Ｉで表わされ
る非カイラル二反応性化合物、
　ｂ）１０～８０重量％、好ましくは１５～７５重量％の少なくとも１つの式Ｉで表わさ
れるカイラル一反応性化合物、
　ｃ）０．１～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の光開始剤、
　ｄ）０～５重量％、好ましくは０～３重量％の非重合性カイラルドープ剤および
　ｅ）１０～１０００ｐｐｍの安定剤。
【００９９】
　これらの好適混合物の中で、１つの式Ｉで表わされるカイラル一反応性化合物を含有す
る混合物は特に好ましい。さらにまた、２つ～４つの式Ｉで表わされるカイラル一反応性
化合物を含有する混合物も好ましい。
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　ａ１）１５～８５重量％、好ましくは２５～７５重量％の少なくとも２つの式Ｉで表わ
される非カイラル一反応性化合物、
　ｂ）１０～８５重量％、好ましくは２０～７５重量％の少なくとも１つの式Ｉで表わさ
れるカイラル一反応性化合物、
　ｃ）０．１～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の光開始剤、
　ｄ）０～５重量％、好ましくは０～３重量％の非重合性カイラルドープ剤および
　ｅ）１０～１０００ｐｐｍの安定剤。
【０１００】
　これらの好適混合物の中で、２～８つ、特に２～６つ、非常に好ましくは２つ、３つま
たは４つの式Ｉで表わされる一反応性非カイラル化合物を含有する混合物は特に好ましい
。
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　ａ２）１０～８５重量％、好ましくは１５～６５重量％の式Ｉで表わされる非カイラル
二反応性化合物、
　ｂ）１０～９０重量％、好ましくは３０～８０重量％の式Ｉで表わされるカイラル一反
応性化合物、
　ｃ）０．１～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の光開始剤、
　ｄ）０～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　ｅ）１０～１０００ｐｐｍの安定剤、
　ｆ）０～５％、好ましくは０～３％の連鎖移動剤および
　ｇ）０～５％、好ましくは０～３％の染料。
　これらの好適混合物の中で、染料を含有していない混合物は特に好ましい。
【０１０１】
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　ａ１）５～８５重量％、好ましくは１０～７０重量％の式Ｉで表わされる非カイラル一
反応性化合物、および（または）
　ａ２）５～７０重量％、好ましくは１０～５５重量％の式Ｉで表わされる非カイラル二
反応性化合物、
　ｂ）１０～８５重量％、好ましくは２０～８０重量％の式Ｉで表わされるカイラル一反
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応性化合物、
　ｃ）０．１～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の光開始剤、
　ｄ）０～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の非重合性カイラルドープ剤、
　ｅ）１０～１０００ｐｐｍの安定剤および
　ｈ１）２～７０重量％、好ましくは３～５０重量％の、１つの重合性基を有する非メソ
ゲン重合性化合物、および（または）
　ｈ２）２～７０重量％、好ましくは３～５０重量％の、２つまたは３つ以上の重合性基
を有する非メソゲン重合性化合物。
これらの好適混合物の中で、成分ｈ２）とともに成分ａ１）を含有する混合物および成分
ｈ１）とともに成分ａ２）を含有する混合物は特に好ましい。
【０１０２】
　★基本的に下記成分からなる混合物：
　ａ１）５～９０重量％、好ましくは１５～８５重量％の少なくとも１つの式Ｉで表わさ
れる非カイラル一反応性化合物、
　ａ２）２～７０重量％、好ましくは５～６０重量％の式Ｉで表わされる非カイラル二反
応性化合物、
　ｃ）０．１～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の光開始剤、
　ｄ）０．５～２５重量％、好ましくは１～１５重量％の非重合性カイラルドープ剤およ
び
　ｅ）１０～１０００ｐｐｍの安定剤。
　これらの好適混合物の中で、２～８つ、特に２～６つ、非常に好ましくは２つ、３つま
たは４つの式Ｉで表わされる一反応性非カイラル化合物を含有する混合物は特に好ましい
。
【０１０３】
　上記好適態様に従う混合物中の式Ｉで表わされる重合性化合物は好ましくは、好適式Ｉ
Ｉ－１～ＩＩ－１６から選択され、これらの式中に存在する基は上記好適意味を有する。
これらの好適混合物中の重合性化合物は上記具体例の式（１）～（１７）から選択すると
特に好ましい。
　追加の労力を要することなく、当業者は前記説明から本発明を充分な程度にまで利用す
ることができるものと信じる。従って、下記の例は単に説明しようとするものであって、
如何なる点でも記載の残りの部分を制限するものではない。
本明細書で引用されている全部の出願、特許および刊行物の全記載を引用してここに組入
れる。
【０１０４】
　前記および下記の例において、温度は全部が未補正であって、摂氏度で示されおり、そ
して別段の記載がないかぎり、部およびパーセンテージは全部が重量による。下記の略号
を使用して、化合物の液晶相挙動を示す：Ｋ＝結晶；Ｎ＝ネマティック；Ｓ＝スメクティ
ック；Ｃｈ＝コレステリック；Ｉ＝アイソトロピック。これらの記号間の数値は相転移温
度を摂氏度で示すものである。
例１
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ）　　　　　　　　　　　６５．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ）　　　　　　　　　　　３３．０％ 二反応性非カイラル化合物
　ダロキュア（Darocure）４２６５　　　１．０％ 光開始剤
　チヌビン（Tinuvin）４００ 　　　　　１．０％ 染料
【０１０５】
　この混合物に、安定剤、２，６－ジ（ｔ－ブチル）－４－ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ
）４００ｐｐｍを添加し、早まった重合を防止する。
　化合物（Ａ）の製造はＤＥ１９５，０４，２２４に記載されている。二反応性化合物（
Ｂ）はＷＯ９３／２２３９７に記載の化合物の合成と同様に製造することができる。
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　ダロキュア４２６５は５０％のＴＰＯ（トリアシルホスフィンオキサイド）および５０
％の光開始剤Ｄ１１７３（Ｄ２９５９）からなるラジカル光重合用光開始剤であり、チヌ
ビン４００は紫外線吸収性染料であり、これらは全部がCiba Geigy AG,Basel,スイス国か
ら入手することができる。
【化１７】

【０１０７】
　この混合物は、Ｋ ７２ Ｃｈ １２１ Ｉの中間相挙動を示す。
　反射型偏光板を製造するために、この混合物をＰＥＴフィルム上に膜形態で塗布し、剪
断をほどこし（例えば、ドクターブレードまたはローラーを用いる）、次いで第二のＰＥ
Ｔフィルムで覆う。この混合物を次いで、Philips ＴＬ０５紫外線灯を使用して、０．１
５ｍＷ／ｃｍ2の照度で９０℃の温度において５分間、紫外線光を照射することによって
光重合させる。
【０１０８】
　三次元網状構造体が重合中に得られる。この重合化フィルムを次いで、基体から分離す
る。
　この反射型偏光板の帯域幅は、円偏光偏光板を用いて試料のコレステリック相ラセンと
同一方向の円偏光された光を得ることにより、Hitachi Ｕ２０００分光計で測定する。こ
の光を試料により反射させ、測定されたスペクトルの低透過トレース（ｂ）を得る。第二
のトレースをコレステリック相ラセンと反対の方向に円偏光された光により測定する。こ
の光を試料により反射させ、スペクトルのベースライン（ａ）（高透過トレース）を得る
。
図２は上記で得られた偏光板の透過スペクトルを示している。この偏光板は４９０～７５
０ｎｍの広い反射帯域を示す。
【０１０９】
　上記のとおりに製造された反射型偏光板の輝度利得は、二色性偏光板を備えたバックラ
イトの輝度と反射型偏光板、四分の一波長薄膜および二色性偏光板を備えた同一バックラ
イトの輝度とを比較することによって測定する。このＱＷＦは、光の偏光方向が二色性偏
光板の透過軸に沿って整列されるように配向されていなければならない。
　この測定に使用したバックライトは、Flat Panel Display Co.B.V.から入手できるＬＤ
Ｅ ０６Ｔ－２２である。輝度はMinolta ＣＳ－１００カラーメーターを用いて測定する
。偏光板は、Sanritz ＬＬＣ２－９２１８を参照する。輝度利得は７２．２％である。
【０１１０】
例２
　下記染料濃度を用いる以外は例１と同様に一連の混合物を調製する：
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【表１】

　これらの混合物において、化合物（Ｂ）の濃度は、組成物を１００％にする残量として
実質的に減少させる。
【０１１１】
　例１に記載の混合物から一連の偏光板を製造する。図３には、これらの偏光板の透過ス
ペクトル（低透過トレース）が示されている。染料濃度は、偏光特性に対して格別の影響
を与えないことを見ることができる。染料を使用しない場合でさえも、約３００ｎｍの広
い帯域幅を得ることができる。
【０１１２】
例３
　染料を使用しない以外は例１と同様に混合物を調製する。例１に記載のとおりに３つの
偏光板を製造するが、相違する紫外線照明灯力を適用する。図４には、０．１４ｍＷ／ｃ
ｍ2、０．３１ｍＷ／ｃｍ2および０．８６ｍＷ／ｃｍ2の照度をそれぞれ用いて硬化させ
ることによって得られた３つの偏光板の透過スペクトル（低透過トレース）が示されてい
る。照明灯力が増加すると、このスペクトルは波長の小さい数値の方向に僅かに移動する
が、帯域幅に対する格別の影響は見られない。
【０１１３】
例４
　例２からの混合物２ｂを使用し、相違する硬化時間を用いて、例１に記載のとおりに一
連の偏光板を製造する。図５には、これらの偏光板の透過スペクトルが示されている。こ
のスペクトルは、１．５分間の硬化時間後に、帯域幅の実質的変化は見られないことを示
している。
【０１１４】
例５
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ　　　　　　　　　　　　　　 ６５．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ)　　　　　　　　　　　　　　３３．０％ 二反応性非カイラル化合物
　イルガキュア（Irgacure）２６１　　　　　　１．０％ 光開始剤
　チヌビン（Tinuvin）４００　　　　　　　　 １．０％ 染料
　ＢＨＴ 　　　　　　　　　　　　　　　４００ｐｐｍ 安定剤
　イルガキュア２６１は、Ciba Geigyから市販されている光開始剤である。
　例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。重合中に、三次元網状構造体が形成さ
れる。この重合化フィルムを次いで、基体から分離する。
【０１１５】
　図６には、この偏光板の透過スペクトルが示されている。約３２０ｎｍの帯域幅を有す
る広い反射波長帯域が得られる。
例６
　相違する硬化時間で、２．５％の染料を用いる以外は例５と同様の混合物から、一連の
偏光板を製造する。
　図７には、この偏光板の透過スペクトルが示されている。２分間を越える硬化時間の後
に、帯域幅にかかわる実質的変化はないことを見ることができる。
【０１１６】
例７
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ｃ） 　　　　　　　５５．０％ 一反応性カイラル化合物
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　化合物（Ｄ） 　　　　　　　２６．４％ 一反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｅ） 　　　　　　　１７．６％ 一反応性非カイラル化合物
　ＫＢ１ 　　　　　　　　　　　１．０％ 光開始剤
【０１１７】
　化合物（Ｃ）の製造はＤＥ１９５，０４，２２４に記載されている。化合物（Ｄ）およ
び（Ｅ）は、同様の方法で製造することができる。
　ＫＢ１はCiba Geigyから市販されている光開示剤イルガキュア６５１を修飾したもので
ある。
【化１８】

【０１１８】
　この混合物は一反応性メソゲン化合物のみを含有し、かつまた染料を含有していない。
この混合物は室温以下で融解し、かつまたＣｈ ６７ Ｉの中間相挙動を示す。例１に基本
的に記載されている混合物を２つの相違する基体上に塗布し、配向させ、次いで硬化させ
ることによって、２つの偏光板を製造する。一つの場合はＰＥＴフィルムを使用し、そし
てもう一つの場合はガラス板を使用する。硬化温度は４５℃であり、照度は１．６ｍＷ／
ｃｍ2であり、そして硬化時間は５分間である。
【０１１９】
　図８には、ＰＥＴフィルム（ａ）およびガラス板（ｂ）上で硬化させた偏光板の透過ス
ペクトル（低透過トレース）が示されている。ガラス基体を使用した場合、約５０ｎｍの
狭い帯域が得られるのに対して、ＰＥＴフィルム上での硬化によって約３５０ｎｍの帯域
幅を有する偏光板が得られる。後者の場合、スペクトルはそれぞれ４００ｎｍおよび６０
０ｎｍに二つの反射最大を有する双峰型分布を有する。
すなわち、二反応性メソゲン化合物および染料を使用することなく、広帯域幅の偏光板を
製造することができる。
【０１２０】
例８
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ｃ）　　　　 ５５．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｄ）　　　　 ３９．０％ 一反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｆ）　　　　　 ５．０％ 二反応性非カイラル化合物
　ＫＢ１ 　　　　　　　　１．０％ 光開始剤
【０１２１】
　二反応性化合物（Ｆ）はＷＯ９３／２２３９７に記載されている方法と同様な方法で製
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造することができる。
【化１９】

　この混合物は、Ｃｈ ６５ Ｉの中間相挙動を示す。
【０１２２】
　これら２つの偏光板は、この混合物をＰＥＴおよびガラス基体上で例７に記載されてい
るようにそれぞれ硬化させることによって製造する。硬化温度は５０℃であり、そして硬
化時間は０．２ｍＷ／ｃｍ2の照度を用いて、５分間である。
図９には、ＰＥＴフィルム（ａ）およびガラス板（ｂ）上で硬化させた偏光板の透過スペ
クトル（低透過トレース）が示されている。ガラス基体を使用した場合、約５０ｎｍの狭
い帯域が得られるのに対して、ＰＥＴフィルム上での硬化によって約２００ｎｍの帯域幅
の双峰型反射帯域を有する偏光板が得られる。
【０１２３】
　前記諸例から、ＰＥＴ基体上で硬化させた場合、染料は反射型偏光板の帯域幅に対して
格別の影響を及ぼさないことを見ることができる。さらにまた、短い硬化時間を用いて、
染料または二反応性重合性メソゲン化合物を使用しない場合でも、広い帯域幅を有する反
射型偏光板を、プラスティック基体上で製造できる。
　これは従来技術との明確な差異であり、かつまた従来技術に優る利点である。
例９
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ） 　　　　２６．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ） 　　　　２８．０％ 二反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｃ） 　　　　３４．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｄ） 　　　　１１．０％ 一反応性非カイラル化合物
　イルガキュア１８４ 　　１．０％ 光開始剤

　イルガキュア１８４は、Ciba Geigyから市販されている。
【０１２４】
　この混合物は、Ｋ ５６ Ｎ ８０．８ Ｉの中間相挙動を示し、かつまた結晶化すること
なく、室温まで過冷却させることができる。この混合物から、例１に記載の方法と同様に
して反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペクトルを図１０に示す。この薄膜は４
９０ｎｍ～８１０ｎｍの広い反射帯域を示す。
例１０
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ） 　　　　６５．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ） 　　　　３４．６％ 二反応性非カイラル化合物
　イルガキュア１８４ 　　１．０％ 光開始剤
【０１２５】
　この混合物は、Ｋ ７２ Ｎ １２１ Ｉの中間相挙動を示す。この混合物から、例１に記
載の方法と同様にして反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペクトルを図１１に示
す。この薄膜は４００ｎｍ～８１０ｎｍの広い反射帯域を示す。
例１１
　下記成分からなる混合物を調製する：
　ａ）混合物１１ａは下記成分からなる：
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　化合物（Ａ）　　　　　６５．００％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ）　　　　　３３．５２％ 二反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｇ）　　　　　　０．５０％ カイラルドープ剤
　ＴＰＯ　　　　　　　　　０．４０％ 光開始剤
　イルガキュア２９５９　　０．５４％ 光開始剤
　ＢＨＴ　　　　　　　　　０．０４％ 安定剤

　イルガキュア２９５９は、Ciba Geigyから市販されている。
【化２０】

【０１２６】
　化合物（Ｇ）は、反応経路１に従い製造した。この化合物はＫ １３９ Ｉの相挙動を示
し、かつまたホスト混合物として市販のネマティック液晶混合物Ｅ０６３（これはMerck 
Ltd.,Poole,英国から入手できる）中で測定して、７５μｍ-1の非常に大きいＨＰＴ値を
示す。
　ｂ）混合物１１ｂ：
　この混合物は化合物（Ｂ）を３２．５２％の割合で含有し、かつまた連鎖移動剤として
ドデカンチオール１．０％を含有している以外は混合物１１ａと同一である。
【０１２７】
　これらの混合物１１ａおよび１１ｂのそれぞれから、例１に記載の方法と同様にして反
射型偏光板を製造する。薄膜は両方ともに、下記の反射波長値を有する広い透過スペクト
ルを示す：

【表２】

 連鎖移動剤を含有する混合物から製造された薄膜は、増大した帯域幅を示す。
例１２
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ）　　　　　　６５．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ）　　　　　　３３．７％ 二反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｇ）　　　　　　　０．５％ カイラルドープ剤
　ダロキュア４２６５　　　　０．８％ 光開始剤
　ＢＨＴ　　　　　　　　４００ｐｐｍ 安定剤
【０１２８】
　この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペ
クトルを図１２に示す。この薄膜は、例１の波長と比較して、短い方に移動している波長
である４６０～７４０ｎｍに広い透過スペクトルを示す。
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例１３
　例１２の混合物と同様な混合物を製造するが、化合物（Ａ）５％の代わりに類似のメタ
アクリレート化合物（Ｈ）を使用する：
【化２１】

 化合物（Ｈ）の製造は、ＤＥ１９５，０４，２２４に記載されている。この混合物から
、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペクトルを図１３に
示す。この薄膜は、例１の波長よりも相当に広い、広い反射帯域を示す。
例１４
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ）　　　　　　 ３０．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ）　　　　　　 ２５．０％ 二反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｇ）　　　　　　　 ２．０％ カイラルドープ剤
　化合物（Ｉ）　　　　　　 ４２．０％ 一反応性非カイラル化合物
　イルガキュア１８４　　　　 １．０％ 光開始剤
　ＢＨＴ　　　　　　　　４００ｐｐｍ 安定剤
【化２２】

【０１２９】
　化合物（Ｉ）は、ＤＥ１９５，０４，２２４に記載されている化合物（Ｈ）の製造と同
様にして製造することができる。
この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペク
トルを図１４に示す。この薄膜は、４６０～７９０ｎｍに広い反射帯域を示す。
例１５
　下記成分からなる混合物を調製する：
　化合物（Ａ）　　　　　　　６５．０％ 一反応性カイラル化合物
　化合物（Ｂ）　　　　　　　２３．７％ 二反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｄ）　　　　　　　１０．０％ 一反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｇ）　　　　　　　　０．５％ カイラルドープ剤
　ダロキュア４２６５　　　　　０．８％ 光開始剤
　ＢＨＴ　　　　　　　　　４００ｐｐｍ 安定剤
【０１３０】
　この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペ
クトルを図１５に示す。この薄膜は、４７５～８０５ｎｍに広い反射帯域を示し、この帯
域は例１２に比較して相当に広い。
例１６
　化合物（Ｂ）を２８．７％でのみ含有し、かつまた非カイラル非メソゲン一反応性成分
として２－エチルヘキシルメタアクリレート（この化合物はAldrichから市販されている
）をさらに含有する以外は、例１２の混合物と同様の混合物を製造する。
この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペク
トルを図１６に示す。この薄膜は、例１２の帯域よりも相当に広い４６０～７９０ｎｍの
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【０１３１】
例１７
　２－エチルヘキシルメタアクリレートの代わりに、２－エチルヘキシルアクリレート（
この化合物はAldrichから市販されている）を使用する以外は、例１６の混合物と同様の
混合物を製造する。
この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペク
トルを図１７に示す。この薄膜は、例１６の帯域よりも狭く、かつまた短い方の波長に移
動している４３０～６９０ｎｍの広い反射帯域を示す。
【０１３２】
例１８
　二反応性非カイラル化合物（Ｂ）の代わりに、一反応性非カイラル化合物と非メソゲン
二反応性非カイラル化合物、ヘキサンジオールジアクリレート（この化合物はAldrichか
ら市販されている）との混合物を使用する以外は、例１２の混合物と同様の混合物を製造
する。
　この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペ
クトルを図１８に示す。この薄膜は、５００～８５０ｎｍの広い反射帯域を示す。
【０１３３】
例１９
　下記の成分から混合物を調製する：
　化合物（Ｂ）　　　　　　　　２４．４５％ 二反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｄ）　　　　　　　　４０．００％ 一反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｉ）　　　　　　　　３０．００％ 一反応性非カイラル化合物
　化合物（Ｇ）　　　　　　　　　４．７５％ カイラルドープ剤
　ダロキュア４２６５　　　　　　０．８％ 光開始剤
　ＢＨＴ　　　　　　　　　　４００ｐｐｍ

　この混合物では、例１～１８に比較して、カイラル一反応性化合物がカイラル非反応性
化合物および非カイラル一反応性化合物により完全に置き換えられている。
【０１３４】
　この混合物から、例１に記載のとおりに反射型偏光板を製造する。この薄膜の透過スペ
クトルを図１９に示す。この薄膜は、４６０～７７０ｎｍの広い反射帯域を示す。
前記例は、一般的および具体的に記載されている反応剤と置き換え、および（または）前
記例で使用されている操作条件の代わりに本発明の操作条件を使用することによって、同
様の成功をもって反復することができる。
　前記説明から、当業者は本発明の特徴を容易に想到することができ、そして本発明の精
神および範囲から逸脱することなく、各つ用途および条件に適応するように、本発明を変
更および修飾することができる。



(38) JP 2012-103693 A 2012.5.31

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】



(39) JP 2012-103693 A 2012.5.31

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(40) JP 2012-103693 A 2012.5.31

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】



(41) JP 2012-103693 A 2012.5.31

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月2日(2011.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルおよび少なくとも１つの反射型偏光板または円偏光された光を発生する手段と
して少なくとも１つの反射型偏光板を有する組合せ偏光板を含み、この反射型偏光板はラ
セン状ねじれを有するプレーナ分子配向を有するアニソトロピックポリマー材料の光学活
性層を有しており、この材料は配向されて分子ラセンの軸が層に対して横断して伸びてお
り、分子ラセンのピッチが最大ピッチと最小ピッチとの間で少なくとも１００ｎｍの差と
なるように変化している液晶表示デバイスであって、該反射型偏光板が
　ａ）少なくとも１つの重合性官能基を有する少なくとも１つの非カイラル重合性メソゲ
ン化合物を
　ｂ）１つの重合性官能基を有する少なくとも１つのカイラル重合性メソゲン化合物およ
び／または少なくとも１つの非重合性カイラルメソゲン化合物、
　ｃ）開始剤、
　ｄ）任意に、少なくとも１つの重合性官能基を有する非メソゲン化合物、
　ｅ）任意に、染料および
　ｆ）任意に、安定剤の存在下で含有するカイラル重合性メソゲン材料の混合物の共重合
によって得られることを特徴とする、前記液晶表示デバイス。
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摘要(译)

解决的问题：通过提供具有包括可见光谱的宽带的反射型偏振片来增加
液晶装置的亮度。 各向异性聚合物材料的光学活性层，具有平面分子取
向并带有螺旋扭曲，该材料的取向应使分子螺旋的轴横向于该层延伸， 
改变分子螺旋的螺距以使最大螺距和最小螺距之间至少相差100 nm的反
射型偏振片，a）至少一种具有至少一个可聚合官能团的非手性可聚合化
合物 包含介晶化合物的手性可聚合液晶元，b）至少一种具有一个可聚
合官能团和/或至少一种不可聚合的手性介晶化合物的手性可聚合介晶化
合物，和c）在引发剂的存在下。 通过材料混合物的共聚获得。 [选择图]
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